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1 緒言 
 微細藻類は，バイオディーゼル燃料 (BDF) や
サプリメント，飼料等様々な分野で注目されてい

るものの，依然としてバイオマス生産性の低さに

課題があり，生産性向上を目的として微細藻類の

増殖を促進させる培養手法が求められている．既

往の培養プラントでは，細菌等のコンタミネーシ

ョンによる藻体バイオマス生産性低下を防ぐた

め，単一藻類の純培養の維持が重要視されてきた．

一方，自然界に存在する藻類を中心とする細菌群

との共生環境 ( Phycosphere ) を利用した藻体増

殖促進が近年注目されている1)，2)．また，藻体増

殖促進法として培地への有機物添加も多く報告

されているが，そのメカニズムには未解明な点が

多く，同属の藻類間において促進効果を示さない

場合もある3，4)．この原因として，前述の共生細

菌群の存在が考えられるが，既往の研究では

Phycosphereへの有機物添加に関する報告は少な

い．そこで，本研究では，藻類と共生細菌との共

生環境に及ぼす有機物添加の影響に着目した．既

往の研究にて有機物添加による増殖促進が確認

されている研究室保有藻類株Scenedesmus sp. YK
を用い，藻体増殖促進効果を示した有機物のうち，

比較的低コストであるMethanol添加における藻

類と共生細菌への影響を調査し，藻類増殖促進細

菌 ( algal growth promoting bacteria : AGPB ) の単

離，増殖促進のメカニズム解明を目的とする． 
 
2 実験 

2-1 培養条件 
 500 mL三角フラスコにChu-No.10改変培地を

300 mL 加え，オートクレーブ滅菌後，藻類前培

養液 3 mLを接種した．培養環境は温度日中 25 ± 
0.5 ℃，夜間 20 ± 0.5 ℃，植物培養用蛍光灯を用

いた 12 時間周期の明暗光照射条件下での静置

培養とし，すべての培養は 3 回行った．研究室

保有藻類株 Scenedesmus sp. YK は山形県霞城公

園にて採取したものを継代培養したものであり，

単一藻類の純培養 (Axenic 培養) ，共生細菌群

を維持した培養 (Xenic 培養) を実験に使用し

た．藻体増殖の評価は，吸光度測定(波長 680 nm)，

クロロフィル a 濃度測定，検鏡にて行った． 
2-2 添加 Methanol 量の検討 
 Scenedesmus sp. YK (Axenic 株，Xenic 株) に対

し，培地中 Methanol を濃度 0，1.0，10.0，50.0，
100.0 g / L となるように調整し，9 日間培養を行

った．あわせて，培地 0.1 mL を，Methanol 0.1 mL
を噴霧した Chu-No.10 改変寒天培地に塗布し，

藻類，細菌のコロニー出現を観察した． 
2-3 共生細菌群の単離，藻類との共培養 
 2-2 にて寒天培地上に出現した共生細菌由来

のコロニーを 9 種類単離し，それぞれを

Methanol濃度1.0 g/Lに調整したChu-No.10改変

培地にて前培養を行った．この前培養液 3 mL
と藻類前培養液 3 mL を 2-1 同様に接種し，

Methanol 濃度 0，1.0 g / L 下にて 7 日間培養を行

った． 
 
3 結果および考察 
 各種Methanol濃度で培養したScenedesmus sp. 
YK (Axenic 株，Xenic 株) のフラスコの状相を

Fig.1 に示す．Scenedesmus sp. YK (Axenic 株) へ
の Methanol 添加では，いずれの濃度においても

藻体増殖促進効果は確認されなかった 
(Fig.2(a)) ．一方，Xenic 株への Methanol 添加で

は，Methanol 濃度 1.0，10.0 g / L において藻体

増殖促進が確認された  (Fig.2(b)) ．また

Methanol 濃度 50.0，100.0 g / L ではどちらの培

養条件においても増殖を阻害した．Fig.1，2 よ

り，Scenedesmus sp. YK 自身は Methanol 資化能

を有するとは考えられず，共生細菌群を介する

資化が示唆された． 
 寒天培地上に出現した共生細菌由来のコロニ

ーを，Methanol 濃度 0，1.0，10.0，50.0，100.0 g 
/ L 培養からそれぞれ 1，1，4，2，1 種単離し，

Axenic 株との共培養を行った(Fig.3(a)，(b))．
Fig.3(a)では，すべての接種細菌は Methanol 無

添加環境では藻体増殖に影響を与えないことが

確認された．一方，Methanol 添加環境では，9
種の接種細菌のうち，6 種との共培養にて藻体

増殖促進が確認された(Fig.3(b))． 
 

−日本大学生産工学部第52回学術講演会講演概要（2019-12-7）−

ISSN 2186-5647

― 518 ―

6-2



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4 結言 
 Xenic培養において，1.0および10.0 g / Lの
Methanolは，Scenedesmus sp. YKの増殖を有意に増

加させた．また，単離した共生細菌群からAGPB
を獲得した．増殖促進メカニズムは未だ未解明だ

が，AGPBの代謝物をScenedesmus sp YKが増殖促

進のシグナル分子として受け取っている可能性

が示唆された． 
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Fig.2各Methanol濃度下におけるScenedesmus sp. 
YK の増殖曲線 ((a)：Xenic 株, (b)：Axenic 株) 

Fig.1 各 Methanol 濃度下における Scenedesmus sp. YK
の状相 (培養 9 日目) 

Fig.3 単離共生細菌 - Scenedesmus sp. YK共培養 
((a)：MeOH 0 g / L, (b)：MeOH 1.0 g / L) 
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